
1 

 

養正校区・昭和校区 地域説明会議録（令和 7 年 9 月 11 日 19:00～20:20） 

「養正幼稚園・昭和幼稚園・双葉保育園の統合について」     ・資料に沿って説明 

ご意見 

 

担当課 

・昔は保育園と幼稚園の差があったように感じる。現在の保育園と幼稚園は違いがあるのか。 

 

・利用できる時間は異なるが、公立は教育・保育内容に大きな違いはない。大切にしている部

分や、子どもに獲得してほしいと願う力や資質については、保育園も幼稚園も違いはない。 

ご意見 

 
 
 

担当課 

・子どものことを第一に考えて、こども園にするということはよくわかる。ただ、意見として

伝える。説明が遅かったことが非常に残念である。これがなければもう少しスムーズに進んだ

のではないか。反省してほしい。 

 

・大変申し訳ございませんでした。 

ご意見 

 
 
 

担当課 

・昭和幼稚園へ集約した場合に、人数の見込みはどのくらいと考えているのか。昭和幼稚園の

人数が増えることを見込めないのであれば、こども園になるまで現状のまま残せばよいのでは

ないか。 

 

・養正幼稚園と昭和幼稚園をそのまま残した場合、園児は益々減少していくだろう。最終的に

はこども園を建設するが、２つの幼稚園を統合して今より園児数が増えるとは考えにくく延命

策ではあるが、それまで少しでも可能性の高い方を選択し、統合を決めた。 

ご意見 

 
 
 
 

担当課 

・統合だけでなく、多治見市としてもっと子どもを増やす方法を考える、幼稚園の仕組みを見

直すなど、手を打ってもらいたい。こども園建設場所を現在の 3 園で検討するとのことだが、

昭和幼稚園に建設することになった場合は昭和幼稚園から移動することになるのか。建設場所

を決めてから進めてほしい。 
 

・検討していくが、昭和幼稚園に建設となった場合、別の場所に移る可能性も出てくる。でき

るだけ早く、最終的な候補地を決める。 

ご意見 
 
 

担当課 

 
 

・昭和幼稚園の立地は水害のリスクがあるが、そこを選択した理由はなにか。昭和幼稚園に建

設となると土壌改良から必要になる。それまでに、災害が起こらないと考えているのか。 

 

・現在も昭和幼稚園は安全に運営しており、リスクが増えるとは考えていない。保護者の利便

性を考慮し、昭和幼稚園を選択した。最終的なこども園候補地については、安全面を優先して

考えていく。 

ご意見 

 
 

担当課 

・保護者にとって子どもの命が一番大事である。利便性よりも命が何より大切である。行政と

して市民の安全を考えて進めていただきたい。 

 

・候補地の選定については安全面をしっかり考慮し決定していく。 

ご意見 

 
 

担当課 

 
 
 

・統合の最終決定はいつか。今の時点で決まっているか。 

・広報で知らせる入園案内の文言はどのようか。入園願書を取りに来た方にも説明するのか。 

 

・希望ではあるが、今年度中に議会を含めて最終決定したい。 

・広報では「養正幼稚園と昭和幼稚園は、令和 10 年 4 月に昭和幼稚園への統合を検討してい

ます。その後、令和 15 年に双葉保育園とのこども園化を検討しています（場所未定）」と記

載する。願書を受け取りに来た保護者にも説明し、受付書類の中にも記載する。 

ご意見 

 
 
 

担当課 

・養正の在園児が保育園への入園を希望した場合、加点など考慮してもらえるのか。 

・統合して昭和幼稚園にした場合、どんなに人数が少なくなっても令和 15 年まで公立幼稚園

として残すのか。 

 

・統合の時期に養正幼稚園に在園をしており、保育認定を受けて保育園に移動する場合の加

点などは前向きに検討する。 

・現段階では、人数が少なくなっても 15 年まで残す想定である。 
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ご意見 
 
 
 

担当課 

・いつまでにこども園の候補地を決めるのか。建設の時期は決まっているか。 

・どこをどう変えたら養正幼稚園の場所にこども園が建つのか、具体的な数字や条件を知りた

い。 

 

・いつまでに候補地を決めるかは明らかでないが、できるだけ検討を加速させたい。建設を考

えるとスケジュール的には令和 9 年度には決定したい。 

・次回 11 月の説明会では、３園の比較検討をして具体的に示せるようにと考えている。 

ご意見 

 
 

担当課 

・養正幼稚園の場所にこども園を建てる場合、建設期間中に養正小学校の部屋を間借りするこ

とはできるのか。 

 

・学校との調整になるが、それは非常に困難である。 

ご意見 
 
 

担当課 

・こども園に幼稚園の良さを残したいが、市は保育をどのように考えており、どうしていこう

としているのか。笠原こども園はどのように保護者会の活動が変わっていくのか。 
 

・幼稚園の良さは、園と保護者会との連携の太さである。お力を借りながら共に園を運営して

いる。 

・笠原こども園は昨年から役員を交えてすり合わせを行っている。それぞれの活動内容の良さ

を伝え合い、方法を考え、取捨選択をして育友会活動を決めた。協力体制はできている。 

ご意見 

 
 

担当課 

・小学校との交流は園の隣接であればしやすい。こども園になっても今と同様の回数の交流

ができるのか。 

 

・隣接していない保育園や幼稚園でも小学校との交流を行っており問題はない。 

ご意見 

 
 
 
 
 

担当課 

・昭和幼稚園は現在の雨ならば、施設上問題なく大丈夫と言える。昭和小学校への避難も可

能であり安心である。（こども園建設地未定という）ゴールなき話し合いでは説得力がな

い。こども園の建設場所が決まり、建設する間はその間子どもたちをこの園に移すため統合

します、であれば納得しやすい。また、コスト面の話の方が理解しやすい。こうすること

で、こんないいことができますよ、と具体的に未来が見える話をしてほしい。 

 

・次回 11 月にお話しできるように進めたい。 

ご意見 

 
 

担当課 

・地域が幼児を支え見守っていくためにも、こども園を養正幼稚園、昭和幼稚園それぞれに

建ててほしい。 

 

・保育園・幼稚園共に、地域に根差した運営をしており、これからも継続していく。それぞ

れの園をこども園にすることは（コスト面、人員配置面で）不可能である。現在の方針でご

理解いただけるよう進めていく。 

ご意見 

 
 

担当課 

・地域でつながり、子育ち親育ちをしてきた。養正校区の子どもが、どの園に選択して通っ

ているのか知りたい。保護者とも丁寧に話し合いを詰めていってほしい。 

 

・これまでも保護者さんとの意見交換会で話し合ってきた。それを踏まえ、兄弟の関係、統

合時の選択肢を増やすなど、個別対応もしていく予定である。送迎面での不便さを解消する

ため、一度おこなったアンケート調査である送迎ステーション等の送迎バスのニーズ調査等

もしていく。 

 


